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きなんせ岩美

山陰海岸ジオパーク
浜坂の郷

県境近く、山間の小集落。近
所の開業医の故郷であった
この地を訪ねることから司
馬の因幡旅が始まります。

早野

柱根を残した平安初期の遺
構。史跡を前に司馬は因幡
の国守を務めた万葉歌人・大
伴家持へ思いを馳せました。

因幡国庁跡

「因幡の白うさぎ」伝説の地。
司馬のユニークな神話考察
とともに渚を歩いてみて。

白兎海岸

戦国武将・亀井茲矩公の居城
跡。司馬は公の治世を「あざ
やかな治績」と評しています。

鹿野城跡

岩井温泉の老舗旅館。藤村は
土地の風習「湯かむり歌」を聞
いて夏の夜を楽しみました。

明石家（屋）

ハーンが「小さい美しい村」
と著した日本海沿いの温泉。
民謡「貝殻節」発祥の地。

日本海を望む広大な砂の丘陵
地。美景のみならず、司馬は
農民の砂との闘いにも注目。

鳥取砂丘

《司馬遼太郎》
山から海へ、原風景をたどる

智頭・早野～鳥取砂丘コース

《司馬遼太郎》
神話と戦国の世界を散策

白兎海岸～倭文神社コース

作家・司馬遼太郎が実際に歩き思索した大紀行
文学。鳥取県の豊かな自然と息づく歴史文化を丁
寧に掘り起こした著述に引き込まれます。

街道をゆく27 （朝日新聞出版）
因幡・伯耆のみち、檮原街道

早野、因幡国庁跡、鳥取砂丘、白兎海岸、鹿野城跡、
夏泊港、倭文神社、三徳山三佛寺、倉吉市、大山、
美保関灯台、美保神社

司馬遼太郎「因幡＆伯耆の歴史探訪」ルート
『街道をゆく』に登場する因幡・伯耆の旅路を3つのコースに分けました。
この地の素朴な自然と深い歴史文化を文豪気分で旅してみませんか。

藤村が次男・鷄二と二人で出かけた、気ままな山
陰旅日記。昭和初期の風景、人々ののどかな暮ら
しぶりの描写は旅情を誘います。

島崎藤村が訪れた鳥取の温泉地には、投宿した旅館が今も残っています。
周辺の観光スポットと合わせ、名湯めぐりを楽しんでみませんか。

島崎 藤村/著
山陰土産その他 （改造社）

岩井温泉、明石屋（宿）、浦富海岸、
小銭屋（宿）、三朝川、岩崎（宿）など

登場スポット

島崎藤村「鳥取の名湯めぐり」ルート

はくとかいがん とっとりさきゅう
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【凡例】
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鳥取温泉鳥取温泉
JR鳥取駅前、自家源泉を持つ
温泉宿。体調を崩した藤村は
ここで旅の疲れを癒しました。
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※ 島崎藤村、司馬遼太郎、小泉八雲の各ルートは観光コースとしての設定であり、
　 必ずしも著作者らが通った道筋どおりではありません。
※ 島崎藤村、司馬遼太郎、小泉八雲の各ルートは観光コースとしての設定であり、
　 必ずしも著作者らが通った道筋どおりではありません。
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